





































































































































































































































































































































Gs （＝Gss＋Gf） V S 1
t P
1℃ 0．25℃ 1。C 0．25℃ 1℃ 0．25℃ 1℃ 0．25℃
100 1．03323 0．00000 0．00000 0．0010 0．0010 0．3121 0．3121 100．0920 100．0920
95 0．86192 0．00923 0．00922 0．0193 0．0193 0．3122 0．3122 100．0650 100．0600
90 0．71491 0．01822 0．01821 0．0441 0．0440 0．3122 0．3122「 99．9692 99．9592
85 0．58943 0．02698 0．02695 0．0773 0．0772 0．3122 0．3122 99．8044 99．7894
80 0．48294 0．03550 0．03546 0．1220 0．1219 0．3123 〇二3122 99．5694 99．4930
75 0．39309 0．04379 0．04375 0．1820 0．1818 0．3123 0．3122 99．2633 99．2386
70 0．31776 0．05186 0．05181 0．2627 0．2624 0．3123 0．3122 98．8854 98．8559
65 0．25502 0．05971 0．05965 0．3594 0．3590 0．3123 0．3122 98．4341 98．4000
60 0．20313 0．06734 0．06727 0．5180 0．5175 0．3124 0．3122 97．9096 97．8707
55 0．16051 0．07476 0．07468 0．7171 0．7163 0．3124 0．3122 97．3091 97．2655
50 0．12578 0．08197 0．08189 0．9883 0．9873 0．3124 0．3123 96．6330 96．5849
45 0．09771 0．08897 0．08888 1．3600 1．3586 0．3124 0．3123 95．8797 95．8270
40 0．07520 0．09576 0．09566 1．8727 1．8707 0．3125 0．3123 95．0479 94．9907
35 0．05732 0．10235 0．10224 2．5847 2．5821 0．3125 0．3123 94．1358 94．0741
30 0．04325 0．10874 0．10862 3．5815 3．5778 0．3125 0．3123 93．1426 93．0764
25 0．03228 0．11492 0．11480 4．9888 4．9836 0．3125 0．3123 92．0683 91．9978
20 0．02383 0．12091 0．12079 6．9943 6．9869 0．3126 0．3123 90．9089． 90．8340
15 0．01738 0．12671 0．12657 9．8811 9．8707 0．3126 0．3123 89．6650 89．5857
10 0．01251 0．13231 0．13217 14．0824 14．0674 0．3126 0．3123 88．3350 88．2514
5 0．00889 0．13772 0．13758 20．2687 20．2469 0．3126 0．3123 86．9161 86．8283
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（b）　T－S　Diagram　（Fig，7，Continuous　Flash）
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　液相の失った熱量は，そのままが気相へ移るのでこ
の間の関係は次のようになる．
薦即｝
気相が受け取った熱量dQsは第一法則より
　　dQs瓢dUs＋ApdVs
0．01
．006
　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　100
　　　　　　　　　Enthalpy　（kcallOK）
　　　　　　（c）　P一工　Diagram　〔Continuods，Flash）
Fig．15　p－V，　S，　I　Diagram（Continuous　Flash）
（9）
（10）
気相の内部エネルギ」の増加dUsと気相の圧力，体積
エネルギーの増加（ApdVs）となる．
　エンタルピの関係は次式となる．液相の失ったエン
タルピだけ気相のエンタルピが増加するので，即ち，
　　Iw十Is＝Const。＝i’o
　　　　　　i’oニ100．04kca1　　　　　　　　　　　　　　　（11）
（1D式が得られる．
　（1D式の関係をFig．15の（c）に示したが，同期より解
ることは，Fig．7の連続フラッシゴでの，容器E．c中
の熱永のP－1線図1ま；飽和液の．Pイ線図とは異なる点
である．（（c）図の横軸，Fig．7ではエンタルピ1であ
り，Fig．12月号，比エンタルピi1である．）ここで注意
したいととは，Fig．7とFig．12では，容器E．C内の
熱水量が異なる点である．Fig．12は熱水の全量がE．
c内にあるが，Fig．7では，熱水の一部はシリンダで
復水する．
　⑩式の関係を用いた数値計算した結果をFig．15の
（c）図に示す．（4’→2）
　T－S線図については，前に述べたので，．ここでは省
略。
　Fig．9およびFig．15のp－v線図について一言して
おく．
　両図とも，Fig．7のような構造についてであるので
横軸はvでなくvの方が正しい．Fig，7で，シリンダ
とピストンの空間で蒸気の膨張が実行されるが，この
空間へは，時々刻々容器E．Cよりフラッシュした蒸気
が送り込まれていて，ここの，W．　Sの重量は常に変化
しているので，Vでないと正しくない．
4．2．6　数値計算の結果
　結果はTable　1およびFig．15に示している．が，連
続フラッシュは等エンタルピ変化でなく断熱（等エン
トロピ）変化である．
　熱水100℃1kgfを連続フラッシュさせると蒸気の
容積は（V2＝29．4620㎡）となり，膨張で，機械エネル
ギーに変換される量は熱量表示で14．6kcalである．
4．2．7　連続フラッシュとステップフラッシュ
　　（エントロピフラッシュとエンタルピフラッシュ）
　この研究において，連続フラッシュの持つ意味は大
きい．
83 大気圧ピストンによる熱・機械エネルギーの変換
　地熱発電においてはフラッシュ蒸気が活用されてプ
ラントの出力が増加していることは周知のことである．
一段フラッシュ（HSF方式）、では，サイクルの前段
において等エンタルピフラッシュによるフラッシュ蒸
気を作り，得られた蒸気は熱機関へ導き，等エントロ
ピの変化で機械エネルギーへの変換が実行される．こ
こで注意したいのは，エネルギー変換は等エントロピ
の過程で実行される．変換エネルギーを増加させる目
的で二段フラッシュ（HDF方式）が考えられた．
　連続フラッシュの前述の考えを押し進めたもので，
無限段の（連続）フラッシュとしたものである．
　この章での研究で，連続フラッシュは血症ンタルピ
でなくて等エントロピ変化である．更に，等エンタル
ピの部分は0で総て等エントロピであった．
　従って，連続フラッシュが熱水と冷水の2者の間で
変換されるエネルギーでは最大である．従来の熱力学
での有効エネルギーの中で得られる最大仕事である．
（この研究では有効エネルギーの思想を否定するもの
である．同じことではあるが，無効エネルギーの思想
も否定するものである．）
5．結　　言
　この報告では，大気圧ピストンの研究を始めた経緯
や，一般的概念を述べた．
　大気圧ピストンだけでは，効率100％のエネルギー変
換は出来ず，これにつぎの3つの新しい思想を組み合
わせる必要がある．その1は，連続フラッシュであり，
その2は，潜熱クローズであり，その3は，大気圧ピ
ストンの第2種目ートプンプ作用である．以上の3者
の中で今回は連続フラッシュについて述べた．
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